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１，国政の大きな変化に対する自治体運営について 
 ①衆議院選挙の結果に対する見解と今後の国政に対する市政の対

応について 
  ア、衆議院議員選挙の結果に対する市長の見解について 
  イ、今後の国の政策の変化に対する市政としての対応について 
  ウ、今後は、市民のくらしと福祉を第一に考えていく必要があ

るのではないか 
 
２．市民の意見が反映される市政づくりについて 
 ①沼田市行政改革大綱について 
  ア、市民意見提出制度の検討・実施について 
  イ、市民会議等の検討・実施について 
  ウ、ワークショップ等の検討・実施について 
 ②沼田市市民協働推進基本方針について 
  ア、市民参画システムの整備について 
 ③まちづくり市民参加検討会議について 
  ア、提言書の内容は市政にどのように取り入れられているか 
  イ、市長と検討会議の約束の第 2 条はどのように実施されてき

たのか 

沼田市議会議員 井之川博幸 

日本共産党  沼田北部支部 

       沼田西部支部 

       沼田薄根支部 

9 月 1 日、沼田民主商工会は市役所において「地域経済の振興をはかり、

中小業者の営業と市民のくらしを守るための要望書」を星野市長に提出しま

した。要望書の内容は、「小規模工事登録制度」や「住宅リフォーム助成制 
     度」の創設と市民税・国保税などをやむなく滞納して

いる中小業者に対し、一方的な滞納処分を行なわず、

営業を継続できるような納税の取り扱いをしてほし

いなど、自公政権のもと長引く不況に苦しめられてい

る中小業者の切実な声を集めたものです。 

３０日投票で行なわれた総選挙で、「自民・公明政治ノー！」の大風が民

主党に一極集中する中で、日本共産党は得票を増やし現有議席を守ることが

出来ました。ご支援・ご協力をいただきました支持者・後援会員のみなさん

はじめ多くの市民のみなさんに心から感謝申し上げます。 
今後、民主党中心の政権が行なう政策に対し、国民にとっていいことには

積極的に賛成し実現させていくとともに、悪いことには断固反対し、国民生

活の防波堤になる活動をいっそう強化していくとともに、将来に向かって

「国民が主人公」の政治実現のため全力で取り組んでいくことを表明し、ご

あいさつと致します。 

 沼田市議会９月定例会が９月８日から開会されます。本議会で

は０８年度予算の決算審査が行なわれますので、是非傍聴にお出

かけください。一般質問は１１日、１２日の両日行なわれる予定

です。（井之川博幸議員は、１１日午後３時頃、大東宣之議員は午

後１時頃になる予定）詳細は、議会運営委員会で決められますの

で、決定後お知らせいたします。 

9 月 2 日、利根沼田社会保障推進協議会が毎年恒例の沼田市との懇談を行ない

ました。これには実際に介護・医療現場で働く労働者や年金者など 20 人が参加

しました。懇談の中では、介護認定の時間がかかって困っている問題や国保証の

発行がされず、資格証明書では実際に医者にかかれないので命の問題になるとの

提起がされ、国保証を全加入者に発行するよう強い要望が出されました。 
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市長に要望書を手渡す永井会長 

 

 


